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平成 14 年度山形支部総会開催 

去る３月２４日（日）、平成１４年度日本二分脊

椎症協会山形支部の総会を、天童市福祉センターに

て行いました。今回は、畳の部屋に口の字に机を囲

みアットホームな雰囲気で行いました。参加家族は、

９家族。お子さんが大きくなると都合が合わないこ

とも多く、参加者が減少傾向にあることがちょっと

残念です。 
 総会では、例年通り昨年度の活動報告および決算

報告を行い、今年度の活動計画案と予算案が了承さ

れました。会員数は、１名退会、１名入会で増減な

しの１８名です。今年は、会の広報活動の一環とし

て、ポスターを作成し、療育センターなどに掲示す

ることにしました。また、会員からのアンケートを

元に作成した、「市町村別福祉一覧」と「通院施設

一覧表」を会員に配布しました。これらの情報は、

今後も更新していく予定です。 
≪今年度の活動計画≫ 
・  ８ 月   レ ク リ エ ー シ ョ ン （ キ ャ ン プ ）  
・  １ １ 月  BC ブ ロ ッ ク 交 流 会（ 福 島 ）＊ １  
・  １ ２ 月  ク リ ス マ ス 会 ＊ ２  
・  ３ 月   総 会  

＊  １  BC ブ ロ ッ ク （ 関 東 か ら 東 北 ） の
親 睦 を 深 め る た め １ 泊 ２ 日 で 実 施 予
定 。 詳 細 は 後 日 連 絡 し ま す 。  

＊  ２  恒 例 の 芋 煮 会 を ク リ ス マ ス 会 に
変 更 し ま し た 。楽 し い 企 画 に な る よ う
が ん ば り ま す の で 、奮 っ て 参 加 く だ さ
い ！  

 

講演会は 、山 形 市 の（ 有 ）田 中 義 士 装 具

製 作 所 経 営 の 田 中 賢 治 さ ん を お 呼 び し て 行

い ま し た 。 「親離れ・子離れ、そしてスポーツ」

という演目で、いろいろなお話をしてくださいまし

た。以 下 は 、田 中 さ ん が お 話 し て く だ さ っ た

内 容 の 要 約 で す 。  

【 田 中 賢 治 さ ん 略 歴 】  
 秋田県大館市出身。現在６５歳。小学４年生の時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
に負ったけがのため、片足大腿部を失い義足に。昭

和２７年、義肢装具製作を勉強するために、仙台市

の「東北厚生興業」に就職し、２年後山形市に移住。

さらに数年後現在の会社を設立する。社長業の傍ら、

ライフワークであるスポーツ（野球、スキー、卓球、

水泳など）を何でもこなし、障害者スポーツ指導員

の資格を取得。初代・山形県身体障害者スキー協会

会長をはじめ、各種スポーツ団体の要職を歴任され

ている。 
∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵ 
 わたしは 1６歳の時に就職し、昼間は仕事、夜は

東北大医学部で勉強をしていました。厳しい父親が

「障害を持っているなら、手に職を持った方がい

い」といったからです。最初は家が恋しくてたまり

ませんでしたが、休みに野球をすることで気がまぎ

れました。 
今振り返ってみると、人生の壁を乗り越え、故郷

から遠く離れた山形に根ざすことができたのも、ス

ポーツを通して得られた仲間やチャレンジする喜

びがあったからこそだと思っています。 
思春期は他人と比較し、一番悩む時期だと思いま

す。わたし自身死をも考えることがありました。し

かし、そんな時もスポーツをすることによって乗り

越えられたのです。 
スポーツにはいろいろありますが、単に外に出る

だけでもいいのです。絵や写真でもいい、とにかく

好きで夢中になるものをみつけることが大切なの

です。 
障害を持っていると、できないいいわけを障害の
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せいにしがちですが、それはいけません。子どもを

甘やかせていると、後で苦労するのは、子ども自身

なのですから。悪いことをしたときは、どんどんし

かりましょう。 
現在、装具は素材、機能、デザインなどに新しい

ものがどんどん取り入れられています。指定された

ものに従うだけでなく、自分で情報収集して積極的

に装具に対する要望を出していきましょう。 

∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵∵ 

～田中さんの講演会を聞いて～ 
.:*~*:._.:*~*:._.:*~*:._.:*~*:._.:*~*:._.:*~*:._.:*~*: 
田中先生の講演を聞いて、色々な困難を乗り越え

て来たことに、改めて驚かされました。子どもは車

椅子で、最近では自分の意思が芽生えてきたのか、

進んで何でも行動をしています。学校も家庭もスム

ーズな生活が出来るようにと、工夫したりしていま

すが、まだまだ不備な点はあります。子どもがどん

な壁にあたっても常に親がサポートできるように、

前向きにがんばっていこうと思います。 
.:*~*:._.:*~*:._.:*~*:._.:*~*:._.:*~*:._.:*~*:._.:*~*:._. 

田中さんの講演を聞いて、正直なところショック

でした。小さいわが子がいつまでも小さいままでい

てくれたら……と成長に伴う壁から目をそむけて

いた部分もあったからです。自分なりに親として、

将来わが子が、健常者が大半の世の中で生活してい

くに困らないように育てているつもりでしたが、や

はり特別に手を差し伸べてしまう事があります。愛

おしさで守ってあげたい気持ちもあり、痛みもあり

……しかし、話を聞いて、親として、子どもの立場

として、のあり方が少し見えたような気がしました。

親の痛みはきっと田中さんもおっしゃったように、

一生消えることはないと私も思います。が、壁をす

んなり越えられる柔軟な気持ちに育てることはこ

れからの親の課題だと実感しました。 
本当に想像以上の貴重なお話が聞けて大変良か

ったと思います。（田中さんの親の立場、ご病気を

されてからの人生は、かなり重なる部分があったの

で、一番知りたかったことだったかもしれません。）

ありがとうございました。 
.:*~*:._.:*~*:._.:*~*:._.:*~*:._.:*~*:._.:*~*:._.:*~*:._: 

補装具のことで色々な事が聞けたので大変よか
ったと思います。参考にさせて頂きます。 

 

講演会終 了 後 は 、中 華 料 理 店 で 懇 親 会 を
行 い ま し た 。 大 人 テ ー ブ ル と 子 ど も テ ー ブ
ル に 分 か れ 、 そ れ ぞ れ 大 い に 盛 り 上 が り 楽
し い 時 間 を 過 ご し ま し た 。 年 長 の 子 が 、 小
さ い 子 の 面 倒 を 自 然 に 見 て あ げ る 姿 を み る
と 、 み ん な 成 長 し た の だ な ぁ と 感 慨 深 か っ
た で す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

上 が 子 ど も テ ー ブ ル 、 下 が 大 人 テ ー ブ ル  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福祉定期預金について 
 福祉定期預金の廃止にともない、郵便局

では、「ニュー福祉定期」を開始しました。

利率は、預入期間１年の定期郵便貯金の利

率（預入時）＋１％です。この制度は、特

別児童扶養手当受給が対象になります。詳

しくはお近くの郵便局までお問い合わせく

ださい。 


